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市職員の高給与を是正 (3月議会 )、

しか し、まだ不十分 !

芦屋市ではこれまで 1年間限定で課長補佐と係長の給与月額の 0。 5%カ ット

を実施してきましたが、それを 1.0%に した上でさらに期限を 1年間延長する

ことになりました。これは国家公務員を 100と した時の市職員の給与水準を示

すラスパイレス指数が 102.5(平成 29年 4月 1日 )と兵庫県内で 1位、全国

でも 18位 となり国や県からの指導もあり実施するものです。

私は、 6年前に市職員のラスパイレス指数が全国 1位に成ったときから議会

で取り上げ是正を求めてきました。勿論これまで団塊の世代の職員の退職者が

相次いだため若年層を課長補佐や係長などの管理職に登用した結果、ラスパイ

レス指数が高くなったという事情があるにせよ、原資は皆さんが納めた税金で

す。市職員の給与は皆さんが納得のいく形にすべきです。

また、市職員の給与の課題としてラスパイレス指数が高いという他にも地域

手当があります。地域手当は 15%と いう阪神間で一番高い手当 (尼崎 10%、

伊丹 10%、 姫路 3%、 宝塚 14%)が支給されてお り、芦屋市内に住んでいな

い職員にも一律に 15%支給されています。さらに芦屋市では、国はもとより

他の市町で廃止が相次いでいる持ち家に対する住居手当が 9,900円 (宝塚 1,500

円、伊丹 3,500円 、姫路なし)支給されています。これらについても是正する

必要があります。

市町村別ラスパイレス指数等の状況

団体名 ラスパイ レス指数

芦 屋 市 102.5

2 夕臣 i各 市 101

3
西 宮 市 0

加古川市 101

5
猪名川町 100.9

明 石 市 100.8

6 川 西 市 100.8

（
Ｘ
） 伊 丹 市 100.5

9 三 本 市 100.0

10 小 野 市 99.8

全団体中順位 都道府県内順位 団 体 名 ラスパイレス指数 平均年齢
86 女臣    『各    〒打 101.5 43. 1

516 18 尼  崎  市 98.9 40.4

161 明  石  市 100.8 43.2

100 西  宮  市 101.3 38.9

459 16 洲  本  市 99.1 41.3

18 芦  屋  市 102.5 38.8

197 伊  丹  市 100.5 41.3

364 12 相  生  市 99.5 42.0

1268 39 豊  岡  市 95.6 43.8

100 加 古 月1 市 101.3 41.2

1036 35 赤  穂  市 96.8 41.0

414 14 西  脇  市 99.3 41.8

535 22 宝  塚  市 98.8 40.9



学童保育の民間委託を巡る

住民投票実施条例案を否決
芦屋市が学童保育の一部を民間委託する計画への賛否を問う住民投票条例案

は 3月 22日 の本会議で賛成少数で否決されました。

私は、「あしや真政会」を代表して反対の討論に立ち以下のように述べまし
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(1)住民投票の対象とすべき案件は市政の極めて重要な事項 (市 の名称変更、

他市との合併など)について行なわれるべきで、今回の民間委託は単なる

事業実施法の変更であり、住民投票の対象とはな りにくい。

(2)学童保育の民間委託は既に昨年 9月 議会で可決、決定している。

(3)学童保育の一部を民間委託することになったのは、指導員不足によるもの

であり、 4月 か ら6年生まで受け入れを拡大する中で、待機児童・生徒を

出さないためには、直営の他に民間委託することでしか解決する方法はな

い。

(4)今後は、学童保育について直営と民間とで切磋琢磨 し、保育の質の向上が

図られるとともに子どもたちの未来を切 り開くものとなるよう強く要望す

る。

議員の賛否の状況は以下の通りです。
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